
7-4 てんかん診療体制整備事業 神奈川県からの報告 
1. 神奈川県てんかん治療医療連携協議会・事務連絡会議 

2. 神奈川県てんかん治療医療連携協議会・議長  

宮本雄策 1 山野光彦 1 原 恵子 1 岩崎俊之 1 太組一朗 1,2 

 

１．神奈川県の現状と問題 

907 万人という大人口を抱えているにも

かかわらず、県内に包括的なてんかんセン

ターがなく、多施設の連携による体制であ

り、また、人口に比して専門医が少ない、

と言う特徴がある。したがって、神奈川方

式は、包括的なてんかんセンターを圏内に

有しない多くの地域のモデルになり得るも

のである。 
いかにして県内のてんかん医療の均てん

化を図るかが課題である。 
 専門医は、小児科 18 名、神経内科 2 名、

精神科 3 名、脳外科 3 名であり、偏りが大

きい。 
 地勢的には東京・静岡と地続きであり、

患者は両都県に流れる。 
 
２．神奈川県てんかん治療医療連携協議会 

医療、行政、患者代表より成り、必要な

医療を必要とされている患者さんに届け

る、受診先を明らかにして、てんかん難民

を作らないことを目標にしている、 
 

３．拠点機関（日本医科大学武蔵小杉病

院）の診療指標の推移 
2013 年 6 月から 2016 年 12 月までの拠

点機関である日本医科大学武蔵小杉病院の

てんかんの新患は 336 例で、県内が 187
例であるが、東京、千葉はじめ県外も 149
例（44％）と多かった。県内では、拠点機

関の周囲の川崎市南部、北部、横浜市北

部、南部、西部の医療圏の患者が多く、 

てんかんセンターを圏内に有しない
多くの地域の現状を代表的に表してしている

（人口と専門医数は、業務委託｟2015年｠時点）

 

神奈川県の医療圏構想 （914万）
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神奈川県の医療圏構想 （914万）
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他の医療圏からの紹介は少な

かった。 
紹介元の内訳は、病院

70％、診療所 24％、てんか

ん専門医 5％、その他 1％で

あり、3 次⇄2 次⇄1 次の流れ

だけではなく一次診療施設か

らの流れが 24%あった。 
2013 年 6 月から 2016 年

12 月までの拠点機関である

日本医科大学武蔵小杉病院の

てんかんの新患は 336 例で、

県内が 187 例であるが、東

京、千葉はじめ県外も 149 例
拠点病院制度を充実させるための県内均てん化が課題

日本医科大学武蔵小杉病院てんかん患者

 

神奈川県てんかん治療医療連携協議会 
所属 職位 氏名 
日本医科大学（ 拠点機関）  脳神経外科講師 太組一朗（ 議長）  
神奈川県立こども医療センター 総長 山下純正 
横浜市立大学 神経内科主任教授 田中章景 
聖マリアンナ医科大学 小児科主任教授 山本 仁 
神奈川県立こども医療センター 神経内科部長 後藤知英 
横浜療育医療福祉センター港南 センター長 根津敦夫 
原クリニック 精神科医師 原恵子 
川崎市立多摩病院 小児科部長 宮本雄策 
北里大学 小児科准教授 岩崎俊之 
東海大学 神経内科講師 山野光彦 
   
日本医科大学（ 拠点機関）  精神科教授 岸泰宏 
日本医科大学（ 拠点機関）  小児科准教授 川上康彦 
神奈川県 がん・ 疾病対策課長  
川崎市精神保健福祉センター センター長  
川崎市健康福祉局障害保健福祉部（ ※保健所委員を兼ねる）  精神保健課長  
横浜市健康福祉局障害福祉部 障害企画課長  
相模原市健康福祉局福祉部 精神保健福祉課長  
日本てんかん協会神奈川県支部代表 当事者（ てんかん患者）   
日本てんかん協会神奈川県支部副代表 当事者（ てんかん家族）   

 



（44％）と多かった。県内では、拠点機関の周囲の川崎市南部、北部、横浜市北部、軟部、西部の医療

圏の患者が多く、多の医療圏からの紹介は少なかった。 
紹介元の内訳は、病院 70％、診療所 24％、てんかん専門医 5％、その他 1％であり、3 次⇄2 次⇄1 次

の流れだけではなく一次診療施設からの流れが 24%あった。2015 年 11 月にてんかん診療拠点病院とし

て指定を受け、拠点病院宛のてんかんの紹介状は増加している（2014 年 70 件、2016 年 125 件。しか

し、県内紹介件数は拠点施設に近いところが多く、県内でも県央・県西・湘南・三浦からは少ない。 

 
５．てんかん診療拠点病院事業 

神奈川県事業としての事業内容は以下のことを行っている。1）相談業務：専任コーディネーターの

選定、2）患者受け入れ、3）保健所との情報共有、4）協議会設置、5）教育・啓発活動 
 
６．研修・公開講座 
これまでに 3 回行っている 
 
７．啓発事業 

Purple Day に「てんかんパープルデーライトアッププロジェクト in 神奈川」を行い 3 月 24～26
日あるいは 26 日のみ、6 つの有名観光施設を紫色にライトアップする企画を行う。 
 
８．神奈川県における課題 
１. 相談業務を早く始めたい↔ 相談員の研修。相談業務を行い、適切な医療機関を紹介できるように 
２. 県内受診先リストを作成したいが、効果的な方策を検討中である 
３. 県民の数が他県と比べて圧倒的に多い 
４. 県内てんかん医療の均てん化 
５. 三浦横須賀、など、てんかん過疎地域をどうするか 
６. 保健所は業務量が多く実際には手が回らないが、情報を共有したい 

 

これまでの啓発活動

 


